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語以上の語から成る連続する語句を指す。『Longman Grammar of Spoken and Written 
English』（バイバー他　D. Biber et al. 1999　以下 LGSWE）にて lexical bundlesの特徴が
詳細に解説されており、以下の説明はその記述を基にする。
Lexical bundlesの代表例としてあげられるのは、I don’t know, I don’t think, I don’t want
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という表現である。これらの句は、let cat the out of the bagのようにそれぞれの語句から
は意味が想像し難いイディオムとは異なる。どちらかと言えば、容易な語を用いて明確









下記図 1が示すよう、会話では 3割近くの表現が 3語や 4語から成る lexical bundles






図 1　会話における lexical bundlesが占める割合（バイバー他　『Longman Grammar 
of Spoken and Written English』［Longman: London, 2002］ 993ページ）
会話において 3語から成る lexical bundlesは 100万語につき 8万回頻出し、4語から
なる lexical bundlesは 100万語につき 8,500回頻出する。会話での 3語の lexical bundles
には以下のようなものがある。それぞれ 100万語のつきの頻度を示す。
1000回以上の頻度 I don’t know
400回以上の頻度 I don’t think, do you want
200回以上の頻度 I don’t want, don’t want to, don’t know what, 他多数
上記例のように、会話における lexical bundlesは「人称代名詞＋動詞句＋補語節の始め」
という構成を持つものが多い。さらに、lexical bundlesの構成は句や節という文法上の
区切りを越えて表される。3語から成る I don’t know の lexical bundlesは I don’t know why






I don’t knowの例をあげて換言すれば、I don’t knowという 3語の lexical bundleは使用
頻度の高い句であるが、さらに why, what, howという語が高頻度で続き、I don’t know 
why…,  I don’t know what…, I don’t know how… という更に長い lexical bundlesを構成して











と交換可能となりパターンを形成する。I don’t know why…を含むパターンは以下のよう
になる。
前述した lexical bundlesの特徴を理解した上で、この章では教室活動における lexical 
bundlesの二つの応用例を紹介したい。ひとつは、lexical bundlesが 3語や 4語と句が長
くなっていく性質を生かし、repetition drillによる会話練習である。次に、lexical bundles

















話し言葉の lexical bundlesには、以下の 13の句構造をなすパターンが紹介されている
















頭部を含む形で I don’t know why…,  I don’t know what…, I don’t know how…のような句が



















lexical bundlesを用いて repetition drillを行えば、高頻度の句が持つ柔軟性や拡張性を
生徒に体感させる練習が可能となる。表 1は I + wantを含む 4語からなる lexical bundles
である。
表 1　I + wantを含む 4語の lexical bundles（バイバー他　『Longman Grammar of 
Spoken and Written English』［Longman: London, 2002］ 1002ページ参考）
上図表 1の lexical bundlesを用いて教室活動を行うならば、まず I want toに続く動詞





lexical bundlesを用いた repetition drillは文法学習にも応用できる。I want to + 動詞の
形から高頻度で使用される I don’t want to, I didn’t want toといった否定形や、I wantの節
の前に接続詞 andや but、否定の Noが使われることも繰り返し行うチャント練習で身
につけることができる。さらに、会話で多用される表現を和らげる効果がある justの使
用や、wantに目的語 itが続くパターン、want＋人称代名詞＋ to 不定詞という複雑な文
型もリズムに合わせて覚えることができるだろう。
I wantというパターンを固定化された句と捉えず、不定詞が続くことや、否定形にな
るという句の柔軟性と、接続詞や副詞 justも含む句の拡張性を lexical bundlesを用いた
repetition drillで音声を通して学んで欲しい。
3．2　Yes-no 疑問文と wh- 疑問文
lexical bundlesを学ぶ目的の一つには、使用頻度の高い表現をチャンクとして、その
構成を熟考すること無く、円滑に表現できるようになることである。前節の「人称代名
詞＋動詞」の lexical bundlesと同様に、発話を促す表現（utterance launchers）において
は疑問文も重要である。Yes-noで回答される closed questionsを含む lexical bundlesにも、
knowと wantを含む句が頻出する。
know: do you know what, do you know how, do you know that,
want: do you want to, do you want a, do you want me, do you want some, do you want any, do 
you want the
これらは、対話する相手の必要や要望を質問する表現である。前節の「人称代名詞＋
動詞」の lexical bundlesでは、wantを含む否定文 I don’t want to, I didn’t want toを紹介し
たが、教室活動では疑問文を先に repetition drillで練習し、続いて否定文を学べば、質
問から回答という流れで学ぶことができ、より自然な会話に近い練習ができるであろう。
頻度はいろいろなヒントを与えてくれる。不定冠詞 aを含む do you want aは 100万
語につき 40回以上の頻度があるのに対して、定冠詞 theを含む do you want theは 100







knowや wantを含む表現に対して、haveや gotを含む lexical bundlesは間接的に要求
を示す表現である。例えば、Can I have a little bit please?や Have you got any money with 
you today?に代表されるような、文字通りに所有の有無を尋ねるものではなく、譲って
くれないかと間接的に尋ねている表現である。
have: can I have a, can I have some, did you have a
got: have you got a, have you got any, have you got the
話し言葉で頻出する lexical bundlesは会話の冒頭に用いられたり、Do you know what I 
mean?（下線部が高頻度の lexical bundlesにあたる）のように会話を整理するディスコー







る。以下の 12の句構造をなすパターンが、書き言葉の lexical bundlesである（バイバー
















述の流れを整理するディスコース・マーカー（バイバー他は discourse signalling device
と呼ぶ）として使用されている。例として、以下のものがあげられる。
for the first time in the first place  in the same way
on the other hand in the present study in the next chapter
次の特徴は、名詞相当語句と前置詞からパターンが構成されている点である。the…
of the…, in the…of…, as a…of…というパターンに加え、it is …that/toといった形容詞を
含む表現も頻出する。以下が代表的なパターンである。
the [end/base/position/size/structure/purpose/nature] of the…
in the [case/absence/form/presence/number/process/study] of
as a [result/function/consequence/matter/means] of





ものが多い。例えば、the surface of the…, the shape of the…, the position of the…, other 
parts of the…, the size of the…, the total number of…といった表現である。
他にも存在を示す lexical bundlesも頻度が高い。例えば、the presence of the…や the 
presence of the…という表現が相当する。対して、抽象的なものを示す the nature of the…, 
the value of the…, the use of the…という lexical bundlesも多用される。
of 名詞句を含む lexical bundlesとして最後のものは、ある期間内に生じる過程や出来











lexical bundlesは文法指導にも利用できる。なぜなら、3語以上で構成される lexical 
bundlesは句構造が若干異なる表現が高頻度で現れるため、文法構造の課題をドリル練
習のように提示することができるからである。ここでは、it is 形容詞 to 不定詞から it is 
形容詞 that節への練習を紹介する。





it is [possible/likely/unlikely/important/clear/true] that…
thatの後には節を構成する主語の名詞句と動詞句が続くことを理解させ、さらに to不
定詞の lexical bundlesとは形容詞が若干異なることも意識させたい。it is 形容詞 that節
で頻度の高い lexical bundlesを含むコンコーダンスを抽出し、どのような文脈でこれら









かを調べるのに lexical bundlesの分析は適している。アントニ（L. Anthony　2012）は自
身のウェブサイトにて無料のコンコーダンサー AntConcを提供している。コンコーダ
ンサーとはコーパス分析用ソフトで、キーワード検索やコンコーダンスの抽出が可能と
なる。図 2中央にある Clustersのタブから利用できる。注意点としては、Lexical bundles
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と Clustersはその定義が若干異なる。前述したように、特に Lexical bundlesはその頻度
と分布が重要であることに留意しなければならない。
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